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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本論文は、経済活動のグロ ー バル化に伴って急増している外来農業害虫や林業害虫の天敵につい
て研究したものであり、特に微小外来害虫の防除に有用なヒメハナカメムシに焦点を当て、各種の
潜在的餌資源がその繁殖生理に与える影審を評価し、餌供給の工夫による大量増殖法の改善につい
て検討したものである。

経済活動のグロ ー バル化は国際物流を増加させたが、それに伴う外来害虫の侵入機会も増大させ
た。 その結果、 世界各地で記録される外来害虫が急激に増大し、 主要な外来害虫の国際的共通化も
引き起こした。 そのため外来の農業害虫は世界各国で問題となっており、生態や防除法に関する知
見について国際共有も求められている。 他方、 天敵生物を用いた生物的防除は、外来害虫に対する
環境配慮型の防除法として注目を集めてはいるが、 その生産コストが障壁となり、 特に途上国での
利用は進んでいない。 生産コストを下げ、天敵の利用を促進するためには、 天敵の繁殖生態や生理
に関する研究を発展させ、 その知見を大量増殖法の改良へと還元していくことが必要となる。

まず、J臼ワンダにおいてユ ーカリ類の害虫相に関する野外調査を実施した。 調査の結果、 従来は
南アフリカと西アフリカの 一 部で記録されていたユ ーカリ類の重要外来害虫であるキジラミ科の
Blastopsylla occiden,talisを初めて東アフリカから発見した。ルワンダ国内の3カ所において、
外来キジラミの密度調査も行ったところ、調査対象としたユ ーカリ3種で本種が確認されただけで
なく、ほぼ全ての樹木が激しく加害されていた。その生息密度は高く、被害レベルは深刻であった。
一方、 ユーカリ葉裏のキジラミ幼虫が寄生蜂によって死亡しマミ一 化していることも明らかになっ
た。被寄生キジラミを持ち帰り飼育したところ、アフリカがら初記録となる外来のトビコバチ科寄
生蜂Psyllaephagus blastopsyl Jaeが多数羽化した。その寄生率の高さから有望な天敵種であると
判断された。 寄生蜂以外では、 捕食者であるハナカメムシ類も採集され、 ハナカメムシ類も外来キ
ジラミの防除素材として活用できる可能性が示唆された。

さらにヒメハナカメムシOriusstrigicollisを研究材料とし、その大量増殖法の改良について検討
した。 本種は、外来農業害虫であるキジラミ類、アザミウマ類、 アブラムシ類に対する有効な捕食
性天敵として知られており、 害虫防除資材として販売されている。 最初に、このタイリクヒメハナ
カメムシを用いて、 植物由来の餌資源の重要性に関する室内実験を行った。 通常、捕食性天敵に関
しては動物性の餌である獲物に関して焦点を当てる。 ヒメハナカメムシ類においても動物性餌に関
する知見は多い。 一方、 捕食者であっても植物質の餌が重要であることを示唆する研究が近年増加




